
「中国脅威論」が言われだして久し

い。中国が脅威であるという脅威の中

身には次の 2点があろう。「世界の工

場」を目指し、また「世界の市場」を

目指し中国への直接投資が世界中から

集中し、日本からの生産拠点も移転し、

日本の空洞化に拍車がかかる。中国は

投資のブラックホールであり、何もか

も飲み込んでしまうという脅威であ

る。2点目は、中国の製品に国際競争

力がつき、アジア等の途上国での市場

で日本製品がシェアを奪われる脅威に

さらされる。日本や欧米市場でも同様

に競合して日本の企業は苦境にたたさ

れ、やがて負けていくのではないかと

いう脅威である。その他軍事面での脅

威や外交政治での脅威等があろうが、

ここでは前 2 点についてかつて香港

に 3 年にわたり駐在した経験をふま

え検討する。

中国への直接投資は 2002年 500億

ドルを超え米国を抜き、世界第 1 位

になった。世界中から投資が集中して

いる結果である。最近の傾向は「世界

の工場」としての製造拠点の進出だけ

でない。これまで潜在的に巨大な中国

市場といわれたものがいよいよ顕在化

しつつあることで、中国のWTO加盟

後、国内市場の開放が一段と進むこと

を見越し進出する傾向が強くなってい

る。国内市場をめざし製造拠点が進出

するのは自然な流れであり、欧米市場

に日本の企業が進出していった過程は

これである。よりマーケットに近いと

ころで生産し、消費者のニーズを製品

に反映させていくことは当然である。

中国の市場も巨大であれば消費地で生

産することとなろう。ただし欧米市場

の例でみると、日本企業はいきなり工

場の進出ではなく、ある程度輸出でま

「中国脅威論」に関する一考察
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かない、貿易摩擦が高じてきてはじめ

て生産ということであった。昨今の中

国内市場をめざした工場進出は少し性

急すぎる面もある。しかし日本企業の

ねらいは、中国で生産することにより

コスト削減を図り、同時に国内販売を

視野に入れるという両面作戦であろ

う。一方、中国脅威論で問題となるの

は、日本の空洞化につながる工場移転

である。中国の賃金は日本の 20分の

1で、中国で作れば利益が上がるとい

う理由で、大企業も中小企業もこぞっ

て中国に進出する。これこそまさにブ

ラックホールであり、日本の企業を何

でも飲み込んでしまうという中国の脅

威である。

中国への直接投資が急増したのは、

1992 年からである。1991 年は 43.7

億ドル（実行額、以下同じ）であった

が、1992年には 111.6億ドルという

対前年比 2.5倍となった。 小平の南

巡講和を契機として対中投資はさらに

飛躍的に拡大した。1993年は対前年

比 2.5 倍 275 億ドルとなった。その

後も中国への直接投資は以降順調に拡

大し、2001年には 468.5億ドルに達

した。2001 年にはWTO加盟が実現

し、中国への投資はさらに加速されて

いる。2002年には前年比 12.5％増、

527億ドルに達し、米国を抜き世界 1

位の直接投資受け入れ国となった。今

や世界中から中国に投資が集中してお

り「一人勝ち」の様相を呈している。

中国への投資は世界の直接投資の中

で、どのくらいの重みを持っているの

だろうか。日本・ NIES・ ASEAN 5

（シンガポール、インドネシア、タイ、

フィリピン、マレーシア）・ EU・米

国・中国で各国の直接投資受け入れ金

額および世界合計に占める割合を示し

たのが表 1 である。これによると、

米国のシェアは 1992年 11.23％まで

低下したが、その後は 17 ～ 26 ％を

推移している。1990 年から 2001 年

までの累計でのシェアは 21.1％であ

る。ちなみに、このシェアは最近 3

年間（99～ 01年）のシェアの平均値

21.05％にほぼ等しい。EUのシェア

は最高値が 54.19 ％（00 年）最低値

が 26.76％（97年）であり、1990年

から 2001年までの累計でのシェアは

42.1 ％である。米国と EU を合計す

れば、同累計で 63.2％で過半数を超

えている。世界の直接投資の最大の受

け入れ地域は EUと米国である。中国

のシェアは EUや米国に比べて低く、

最も大きなシェアで 13.01 ％（1994

年）であり、2000年には 2.73％まで
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低下している。ブームといわれている

2001年でも 6.37％のシェアにしかす

ぎない。

日本から海外への直接投資は、

2000年で対 EU向けは 2兆 6,425億円

で、全体の 49.2％である。同じく EU

向け 2001年は 1兆 2,796億円でシェ

ア 32.4 ％である。米国向けは 2000

年 1 兆 3,413 億円、シェア 25.0 ％、

2001年 7,970億円、シェア 20.2％で

ある。EUおよび米国の合計は 50％を

下回ったことはない。

対中国向けは 2000 年 1,099 億円、

シェア 2.1 ％、2001 年 1,802 億円、

シェア 4.6％である。1995年は 4,319

億円とピークであったが、それでも全

体に占める割合は 8.7％であった。（表 2

参照）

日本からの投資は、中国向けが多い

との印象があるが、EU、米国が圧倒

的に多い。中国向けは 5 ％未満にす

ぎない。

それでは日本からの直接投資で業種

を製造業に限り投資のシェアを比較す

ると、中国向けは 1999 年 1.3 ％、

2000年 6.5％、2001年 9.1％である。

たしかに増えてはいるが、未だ 10％

にも達していない。他方、米国向けは

2000 年 33.9 ％、2001 年 24.6 ％、

EU向けは 2000 年 23.9 ％、2001 年

32.5％で中国向けよりはるかに多い。

（表 3参照）

日本の米国および EU向け投資は製

造業に限ってみても中国より多く、中

国は未だマイナーなシェアである。

一方、日本からの投資で中国向けと

ASEAN 5向けを比較してみると、日

本からの投資は一貫して ASEAN へ

のほうが中国より多い。1990年から

1995年までの日本から ASEAN向け

直接投資は、合計で 2兆 9,779億円、

年平均 4,963億円であった。中国向け

は 1 兆 1.635 億円、年平均 1,939 億

円であり、ASEAN 5 向けは中国の

2.56倍であった。1996年には中国へ

の直接投資は 2,828 億円と 90 ～ 95

年平均に比べ 45.8％と大幅に伸びた

が、ASEAN向けも増加し 6,830億円

に達した。ASEAN は中国の 2.42 倍

である。1999年には中国向けが減少

し 838 億円となり、ASEAN 向けは

4,281 億円と比率は 5.11 倍まで拡大

した。2000 年、2001 年は 2.47 ～

2.31 倍と ASEAN 向けの直接投資が

中国を大幅に上回っている。

製造業での投資で ASEAN と中国

を比較すると、1990 ～ 95 年の 6 年

間で ASEAN 向けは 1 兆 6,798 億円



であった。一方、中国向けは 8,391億

円で ASEAN 向けは中国の 2 倍以上

である。1996 年以降も 1996 年が

1 .99 倍となったが、その他の年は

2 0 0 0 年まで 2 倍以上の投資額で

ASEAN 向けが中国向けより多い。

2001 年は 1.7 倍と低下したが、未だ

ASEANの方が多い。

以上見たように日本からの直接投資

は欧米が主要な地域であり、アジアの

中でみても中国より ASEAN5のほう

が一貫して多い。しかしマスコミの報

道は中国を世界の工場ともてはやし、

あたかも中国の「一人勝ち」の印象を

もってしまうが、事実はそうでもない。

中国の賃金は日本の 20 分の 1 であ

り、中国で製造すると皆もうかるかの

ような錯覚で、製造拠点を中国に移す

というトレンドには警告を発したい。

たしかに中国は賃金が安い。しかし、

すべてのメーカーが皆、賃金の安さに

惹かれて中国に進出し、安い商品を作

っても、その時点では市場には同じ安

い価格の商品が並ぶことになる。競争

する条件が同じになるだけである。何

処に商品の差別化を求るのだろうか？

賃金の安いアフリカまで進出を拡大す

るか。安く物を作るというビジネスモ

デルは、他社が真似できるビジネスモ

デルであるため、それ自体が優位性を

もつことはない。最近の好例はファー

ストリテイリング社のユニクロモデル

である。ファーストリテイリング社は、

安く中国で生産するビジネスモデルを

構築し、一時世の中の賞賛を一身に浴

びたが、その後、スーパー等の大手量

販店が同様の手法を開拓して市場に

参入すると、その優位性は一気に崩

れた。この事実は多くのこと示唆し

ている。単に安く作るために中国に

進出しても、他社が同じことをする

と、他に差別化できなければやがて

その企業は淘汰される運命にあると

いうことである。

最近、中国家電の有力企業との提

携で話題になった日系 M 社や S 社

は、既に 10年以上も前から中国に投

資し、製造工場だけでも 20以上をも

っている。低賃金を活用するという

中国での生産のメリットを最大限に

享受したはずの 2 社が業界内で確固

たる地位を築いたか疑問の残るとこ

ろである。

中国産業の実力

中国の産業は力をつけ、輸出市場

でそのシェアを伸ばしている。中国
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の輸出は、2001年世界の商品貿易が

4.3％減少したにもかかわらず 6.8％

増加した。貿易の面でも中国の一人

勝ちである。

各国市場において中国からの輸入金

額とその国・地域の輸入総額に占める

中国のシェアを表したものが表 4 で

ある。1990年から 2001年までの間、

米国ではシェアは 3.2％から 9.3％へ

と拡大した。金額では 6.71倍である。

日本では 5.1 ％から 16.6 ％とシェア

は拡大し、金額表示では約 4.79倍で

ある。ASEAN 5（シンガポール、イ

ンドネシア、マレーシア、タイ、フィ

リピン）では 2.9％から 5.9％と拡大

し、先進国のみならず ASEAN 諸国

でも中国からの輸入の割合は増えてい

る。米国にとって中国は 2000年には

じめて最大の貿易赤字国になった。

2001年も同様最大の赤字国である。

中国の産業は世界の輸出市場で毎

年シェアを伸ばすほど実力がついた

のであろうか。中国産業の実力を検

証したい。

中国の産業の発展段階を仮に、自説

ではあるが 3 つのステージに分ける

とすると、①模倣時代、②半自立時代、

③自立時代である。中国の産業の生成

はまず模倣からはじまる。輸入された

製品の分解から始まり、類似部品の調

達、組み立てとすすむ。手探りの状況

で作った製品は徐々に市場に受け入れ

られていく。やがて生産量も増え、品

質も安定してくる。競争力がつき、膨

大な市場を相手に量産効果が出てくる

と、もう 1 人前の企業である。中国

は広大な国であり、各地にこのような

企業が生れ育つこととなる。バイク産

業を例にとると、中国のオートバイの

生産は 2001年で 1,237万台。世界の

生産シェアの約 50％を占める。日本

貿易振興会・アジア経済研究所の大原

盛樹氏は「中国メーカーの開発手法は

先に部品ありきであり、市場には性能

や企画の似た部品が大量にでまわって

おり、それらをそのまま、あるいは若

干改造してつかう。その結果、外観や

性能、価格が少しだけ異なるエンジン

や車種ができる。CG125 エンジンは

ホンダが約 30年前に開発し、80年代

後半に複数の国営メーカーが技術導入

して中国全土に普及された。現在、そ

の模倣、改造品を搭載したバイクが、

市場の 4 分の 1 を占める」（02.11.2

朝日新聞）という。

世界の生産の半分を占めるに至った

中国のオートバイ産業であるが、典型

的に模倣から自立へという過程を踏ん



でいる。

第 2 の段階は半自主の時代と言え

る。海外の先進メーカーから技術導入

を図り、主として自国で消費し、一部

海外にも輸出する段階である。もとも

と、これまで中国企業は独自の技術の

ない商品は海外からの技術導入により

商品化を図ってきた。中国で総合家電

の勝者といわれるハイアール社である

が、1984年ドイツのリープヘル社か

ら冷蔵庫の技術を導入し国産化を推進

していったものである。先進諸国には

多くのメーカーが群雄割拠の状況であ

り、中国のメーカーは世界の企業から、

ある時には彼らに競争させながら技術

導入を行い、ある時には企業は競って

技術供与を行った。昨年 11月重慶市

はモノレールの車両を日立に発注した

が、「21編成中、日立が納めるのは 2

編成だけ。残りは技術供与で製造元は

長春軌道客車という国内車両メーカ

ー」（03.1.14朝日新聞）といわれる。

このようにまず技術導入することによ

り国産化を図り、十分な国内市場をも

つ中国できたえられ、やがて輸出も出

来るようになる。国際競争力のついた

企業に成長すると次の段階に入る。

第 3 段階は自立の時代である。研

究開発も自前で出来るようになり、輸

出市場で十分に競争力をもち、海外へ

製造拠点の進出も行う。先述のハイア

ール社は 1996年のインドネシアへの

工場進出をはじめとし、1999年 4月

米国のサウスカロライナ州に小型冷蔵

庫の工場を開設したほか、現在では

13 カ国に製造拠点をもつまでになっ

た。その他、家電産業では TVメーカ

ーである長虹はインドネシア、ロシア、

メキシコに、同じく TVメーカー康佳

はインド、インドネシア、メキシコに

製造工場を展開している。このように

発展した企業は巨大な中国国内市場に

供給するだけでも大量生産が可能とな

り、競争力がますます強くなる。その

競争力を使い海外のマーケットで猛威

をふるうことになる。

中国の電機・電子産業を例として各

発展段階の製品例をみてみる。（表 5）

模倣時代の製品

携帯電話は未だ自前では作ることが

出来ない状況である。携帯電話の国内

市場規模は 8,000万台程度であるが、

中国企業は OEMで市場に参入し、欧

米企業がシェアをとっている。最近、

単純機能だけの携帯電話は中国企業で

生産可能となったといわれる。しかし、
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国内市場の大きさから、先進企業が協

力させられるようなバーゲニングパワ

ーを中国側がもち、技術の要求にこた

えざるを得ない状況になろう。

キーデバイスも中国企業は基本的に

は作れない。先進企業からの供給でま

かなっている。キーデバイスの例とし

て、家電についてはシステム IC、ブ

ラウン管の CRT、電子銃、大型プロ

ジェクターのランプ、液晶、エアコン

のコンプレッサー、オプティカルピッ

クアップ等が挙げられる。

パソコンでは CPU、LCD、ICメモ

リー等、また携帯電話の場合はフラッ

シュメモリー、極小コイル、チップ部

品、液晶等である。これらの部品は購

入され、自社の製品に組み込まれるこ

ととなる。

半自立時代の製品

DVD、VTR、デジタルスチールカ

メラ等は技術援助を受けながら生産

し、一部輸出市場に向かっている。デ

スクトップ型パソコンもこの段階であ

るが、日系メーカーによるとデスクト

ップ型は誰でも作れるので利益がうす

い製品とのことである。ノート型パソ

コンは未だ作れず、台湾企業からの

OEMと言われる。

自立時代の製品

多くの家電製品がこの段階である。

エアコン、洗濯機、冷蔵庫、TVなど

は中南米、中近東、アジア、アフリカ

TV、エアコン、冷蔵庫、電子レ
ンジ、洗濯機、VCD、オーディ
オ、デジタル交換機

●自社で開発・生産が可能
●国内市場および輸出自立時代

DVD、VTR、デジタルスチール
カメラ、デスクトップ型パソコ
ン、携帯電話（単機能）

●先進企業からの技術支援を受
けて生産

●国内市場および一部輸出
半自立時代

携帯電話（除単機能）、ノート
型パソコン、キーデバイス、民
生用赤外線技術、制御技術

●先進企業等のコピーまたは先
進企業からOEM購入

●国内市場のみ
模倣時代

製　品　例特　　徴区　分

表 5 中国電機・電子産業の発展段階

（注）電機メーカーからの聞き取りによる。



市場で日本メーカーと競争している。

中流、下流クラスの人が中国製を購入

している。日系メーカーは途上国で中

国メーカーに追い上げられているが、

欧米では未だブランド力で日系が勝っ

ている。やがてブランドの力も価格の

力に負けるのではないかと日系は恐れ

ている。

多くの家電製品が自立の時代に入

り、海外の輸出市場で日系メーカーと

競争しつつあるが、このことが果たし

て日本メーカーの脅威となるであろう

か。家電製品に使われているキーデバ

イスの多くは模倣時代にある。中国の

メーカーは多くのキーデバイスを購入

し家電製品に組み込んでいる。例えば

エアコンであるが、エアコンの生産量

は中国が世界で第１位であり約 2,000

万台を生産し、世界の生産量の

37.5 ％を作っている。しかしそこで

使われるコンプレッサーは多くは日系

メーカーからの供給である。広東省に

ある日系メーカーのコンプレッサー工

場を訪問した際、その工場での生産台

数は 1999年 95万台、2000年 140万

台、2001年 230万台と聞いた。中国

では当時エアコンは供給過剰の状況

で、安売りや過剰在庫で企業の収益も

圧迫されていた。そのような時に毎年

5割増の生産で販売は大丈夫かと質問

したことがある。答えはコンプレッサ

ーはいくら作っても足りない。中国の

家電メーカーがいくらでも買っていく

とのことであった。

中国では VCDが違法ソフトの安売

りで爆発的に普及した。そこで使われ

ている光ピックアップも日系メーカー

からの供給である。日系も VCDは作

るには作ったが、中国の安価な製品に

太刀打ち出来なかったという。ひさし

を貸して母屋を取られ、やがて天守閣

まで取られてしまうという現象であ

る。このように日系企業がキーデバイ

スを安々とライバル企業に売る原因は

企業のカンパニー制の弊害にあると言

われる。自分のカンパニーが利益を出

せば、他のカンパニーはどうでもよい

のである。

しかし単なるパーツを組み合わせて

市場に出す工程にどの程度の付加価値

があるのだろうか？　組み立ての工程

は労働集約型であり、衣料品の縫製、

雑貨類の製造と基本的には同じであ

る。東莞にある台湾系のコンピュータ

メーカーを見学したが、単純化された

パーツがコンベアで組み立てられる。

コンピュータといえど、いわば「ハイ

テク雑貨」という感じがした。ただ労
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働者が必要なだけで、付加価値はソフ

トウェア、CPU、キーデバイスに生

まれる。

一般に組み立てメーカーはもうから

ないというのが定説である（トヨタ等

の例外はある）。パソコンメーカーも

パソコンの利益をめざすよりソルーシ

ョンやシステムで利益を上げようとし

ている。多くの家電やコンピュータで

さえ、人手のかかる組み立て産業であ

り、このような工程は労賃の安い途上

国に任せておけばよい。誰にでも作れ

る物は競争が激しく、そこでの勝者は

いない。一時期勝ち組みになったとし

てもやがて別な競争相手が出現し、勝

者の地位から引きずり降ろされる。な

ぜならば、安く作るビジネスモデルは

誰でもまねが出来るからである。A

社は、他社に先駆けていち早く中国を

はじめとするアジアでの生産を主と

し、「海外生産の雄」としてもてはや

され、ほとんどの生産量を賃金の安い

国で作り、家電業界の中では成功した

と評されていたが、最近、経営が立ち

行かなくなり S 社の完全子会社とな

った。途上国の市場で中国製品に追い

上げられ、ある程度のシェアを奪われ

ても、それは脅威ではない。単に安く

作ればよいのであれば、安い労働力を

使い、設備投資をしないで減価償却費

を減らし、研究開発もせず、福利厚生

にも目をつぶり、ただ中国企業のまね

をすればよい。しかしそこには勝者は

いない。電機・電子産業で勝者になる

には、いかに早く他社と差別化した新

製品を出すことが出来るかということ

である。いわば研究開発力である。新

製品が世間に受け入れられると、短期

間のうちにシェアは逆転出来る。ここ

で勝つことが真の勝者となる。
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